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問１ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（○は１つ）

問２ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ）

問３ お住まいの地区はどちらですか。（○は１つ）

【第１地区】雨間、野辺、小川、小川東一丁目～三丁目、二宮、二宮東一丁目～三丁目、平沢、平沢東、平沢西、切欠、秋留一丁目～五丁目

【第２地区】草花、菅生、瀬戸岡、原小宮、原小宮一丁目・二丁目

【第３地区】引田、渕上、上代継、下代継、牛沼、油平、秋川一丁目～六丁目 【第４地区】山田、上ノ台、網代、伊奈、横沢、三内

【第５地区】五日市、小中野、小和田、留原、高尾、舘谷、入野、舘谷台 【第６地区】戸倉、乙津、養沢

問４ 宛名のお子さんの生年月、きょうだいの人数及び末子の生年月をご記入ください。（数字は一枠に一字）

※きょうだい数については、宛名のお子さんを含めた人数をご記入ください。

※末子の生年月については、宛名のお子さんが末子の場合もご記入ください。

問５ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛名のお子さんからみた関係で

お答えください。（○は１つ）

１．母親 ２．父親 ３．その他（ ）

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない

１．第１地区 ２．第２地区 ３．第３地区

４．第４地区 ５．第５地区 ６．第６地区

宛名のお子さんの生年月 きょうだい数 末子の生年月

平成 年 月生まれ 人 平成 年 月生まれ

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親

４．主に祖父母 ５．その他（ ）

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます１

１．封筒の宛名のお子さんについて、お答えください。

２．アンケートは、お子さんの保護者の方がお答えください。「あなた」とはアンケートに回答され

る方を表します。

３．回答は、あてはまる数字・記号に○をつけていただく場合、数字を記入していただく場合、（ ）

内に具体的な内容をご記入いただく場合があります。また、設問によって○をつける数が異な

りますので、注意書きに沿ってご記入ください。

４．ご記入いただいたアンケートは、平成 30 年 12 月 17 日（月）までに、同封の返信用封筒に入

れ、お近くの郵便ポストにご投函ください。切手は必要ありません。

ご記入にあたってのお願い

資料６
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問６ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○）

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や場所がありますか。（○は１つ）

【問７で「１」（いる／ある）を選択した方】

問７-１ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や場所は、誰（どこ）ですか。（あてはま

るものすべてに○）

問８ 宛名のお子さんの保護者（母親、父親）の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。

（それぞれ○は１つ）
※母子家庭の方は父親の欄、父子家庭の方は母親の欄の記入は不要です。

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

３．日常的に友人・知人にみてもらえる

４．緊急時もしくは用事の際には友人・知人にみてもらえる

５．いずれもいない

１．いる／ある ２．いない／ない

１．祖父母等の親族 ９．子ども家庭支援センター

２．友人・知人 10．放課後児童クラブ（学童クラブ）・児童館

３．近所の人 11．幼稚園や保育所などの教育・保育施設

４．保健師 12．障がい者支援課

５．学校の先生 13．障がい者相談支援センター

６．民生委員・児童委員 14．教育相談所

７．かかりつけの医師 15．適応指導教室（せせらぎ教室）

８．子育て世代包括支援センター

（子育て支援総合窓口・母子保健担当窓口）
16．その他（ ）

母親 父親

１ １ 就労している（フルタイム）

２ ２ 就労している（フルタイム）が産休・育休・介護休業中

３ ３ 就労している（パート・アルバイト等）

４ ４ 就労している（パート・アルバイト等）が産休・育休・介護休業中

５ ５ 就労していない

この項目に出てくる「フルタイム」「パート・アルバイト等」とは

■フルタイム ■パート・アルバイト等

フルタイム以外の就労１週５日程度・１日８時間

程度の就労

子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます２

宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます３
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【問８で「１～４」（就労している）を選択した方】

問８-１ 宛名のお子さんの保護者（母親、父親）の１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業

時間を含む）」、働いている日の「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えください。（数字は一枠に一字。

時間は 24 時間制で一枠に一字）

※就労日数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

【問８で「３」または「４」（就労している（パート・アルバイト等））を選択した方】

問８-２ フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ○は１つ）

【問８で「５」（就労していない）を選択した方】

問８-３ 今後、就労したいという希望はありますか。（それぞれ番号・記号に○は１つ。数字は一枠に一字）
※「１」の「ア」（１年より先）を選択した方は、お子さんが何歳になったら就労したいと考えているか年齢もご記入ください。

【問８-３で「１」（ある）を選択した方】

問８-４ 希望する就労形態はどちらですか。（それぞれ○は１つ。数字は一枠に一字）
※「２」（パート・アルバイト等）を選択した方は、就労したい日数・時間もご記入ください。

母親 父親

① １週当たりの就労日数 日

② １日当たりの就労時間 時間

③ 家を出る時間 時頃

④ 帰宅時間 時頃

① １週当たりの就労日数 日

② １日当たりの就労時間 時間

③ 家を出る時間 時頃

④ 帰宅時間 時頃

母親 父親

１ １ フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

２ ２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３ ３ パート・アルバイト等就労を続けることを希望

４ ４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

母親 父親

１．ある １．ある

ア．１年より先、一番下の子どもが 歳に

なったころに就労したい

イ．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

ア．１年より先、一番下の子どもが 歳に

なったころに就労したい

イ．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

２．ない ２．ない

母親 父親

１．フルタイム

２．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）

⇒１週当たり 日、１日当たり 時間

１．フルタイム

２．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）

⇒１週当たり 日、１日当たり 時間
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問９ この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校に行けなかったことはありましたか。（○は１つ）

【問９で「１」（あった）を選択した方】

問９-１ その場合の対処方法はどれですか。（あてはまるものすべてに○。数字は一枠に一字）
※「５」（病児・病後児保育を利用した）を選択した方は、利用した日数もご記入ください。

【問９-１で「１」または「２」（父親または母親が休んだ）を選択した方】

問９—２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。思われた場合は、

日数もご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用

前にかかりつけの医師等の受診が必要となります。（○は１つ。数字は一枠に一字）

【問９-２で「２」（利用したいとは思わなかった）を選択した方】

問９-３ 利用したいとは思わなかった理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○）

１．あった ２．なかった （⇒ 問10へ）

１．父親が休んだ ６．ベビーシッターを利用した

２．母親が休んだ ７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった ８．ファミリー・サポート・センターを利用した

４．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた ９．その他

５．病児・病後児保育を利用した ⇒ 日 （ ）

１．利用したいと思った

⇒ 日

２．利用したいとは思わなかった ３．事業を知らなかった

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

２．事業の質に不安がある

３．事業の利便性（立地や利用可能な時間など）がよくない

４．利用料がかかる・高い

５．親が仕事を休んで対応する

６．その他（ ）

宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます４

■病児・病後児保育とは

お子さんが病気中や病気の回復期にあり、幼稚園・保育所・小学校等で集団生活を送ることが出来ず、
保護者の方が仕事を休めない等の事情により、家庭での保育を行うことが困難なとき、一時的にお子
さんをお預かりして、ご家族に代わり、専門の保育士・看護師による保育看護を行う事業です。

あきる野市では、病気中または病気の回復期にある生後６か月から小学校３年生（９歳）までの児童
を対象に「秋川流域病児・病後児保育室 ぬくもり」で実施しています。

【利用時間】8：00～18：00（月～金）

【利用料】１人当たり １日 2,000 円
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問 10 あきる野市に学童クラブがあることを知っていますか。（○は１つ）

問 11 宛名のお子さんについて、現在、学童クラブに入会していますか。（○は１つ）

※学童クラブに入会申請をして保留になり、「特例利用」となっている方は「２」を選択してください。

【問 11 で「１」（入会している）を選択した方】

問 11-１ 宛名のお子さんについて、学童クラブの利用日数はどれくらいですか。（数字は一枠に一字。○は１つ）

【問 11 で「１」（入会している）を選択した方】

問 11-２ 利用された満足度はいかがですか。（○は１つ）

問 12 宛名のお子さんが小学校1～３年生のとき、小学校４～６年生のときに、主に放課後（平日の小学校終了後）、

以下の①～⑤の場所を利用したいですか。（①～⑤、それぞれ〇は１つ。数字は一枠に一字。時間は 24 時

間制で一枠に一字）

※宛名のお子さんが小学校４～６年生の場合は、「小学校１～３年生の間」へのご記入は不要です。

※事業の利用には、一定の利用料がかかるものもあります。６ページの事業説明を参考にご回答ください。

１．知っている ２．知らない

１．入会している ２．入会していない （⇒ 問 12へ）

週 日くらい ⇒ うち土曜日の利用 １．ある

２．ない

１．満足 ２．まあまあ満足 ３．やや不満 ４．不満

小学校1～３年生の間 小学校４～６年生の間

①放課後児童クラブ

（学童クラブ）

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

２．利用希望はない ２．利用希望はない

②放課後子ども教室

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

２．利用希望はない ２．利用希望はない

③児童館

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

２．利用希望はない ２．利用希望はない

学童クラブ等の利用についてうかがいます５

■放課後児童クラブ（学童クラブ）とは

あきる野市では学童クラブと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に対し、

適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全育成を図ることを目的に設置しています。

【対象】小学校１年生～６年生

【利用時間】平日：下校時～18：00 土曜日：9：00～18：00 学校休業日（平日）：8：30～18：00

【利用料】１人当たり 月額3,000円 （別途おやつ代 月額1,200円）
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問 13 宛名のお子さんが小学校１～３年生になったとき、小学校４～６年生になったときに土曜日、日曜日・祝

日、長期休暇期間に、放課後児童クラブ（学童クラブ）を利用したいですか。また、利用したい場合は、利

用したい時間帯もご記入ください。（それぞれ○は１つ。時間は 24時間制で一枠に一字）

※宛名のお子さんが小学校４～６年生の場合は、「小学校１～３年生の間」へのご記入は不要です。

小学校1～３年生の間 小学校４～６年生の間

④ファミリー・サポ

ート・センター

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

２．利用希望はない ２．利用希望はない

⑤放課後等デイ

サービス

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

１．利用したい ⇒ 週 日

下校から 時まで

２．利用希望はない ２．利用希望はない

小学校1～３年生の間 小学校４～６年生の間

土曜日
１．利用したい ⇒ 時から 時まで １．利用したい ⇒ 時から 時まで

２．利用する必要はない ２．利用する必要はない

日曜日・祝日

１．利用したい ⇒ 時から 時まで １．利用したい ⇒ 時から 時まで

２．利用する必要はない ２．利用する必要はない

長期休暇期間

１．利用したい ⇒ 時から 時まで １．利用したい ⇒ 時から 時まで

２．利用する必要はない ２．利用する必要はない

■放課後子ども教室とは

子どもたちが安全で安心できる放課後の活動場所を提供する事業です。学校の施設等を利用し、地域の

方などにご協力をいただきながら実施しています。あきる野市では、東秋留小学校、多西小学校、草花

小学校、五日市小学校、西秋留小学校の５校で実施しています。

【対象】各小学校の１年生～６年生

【利用時間】毎週水曜日 放課後～16：00

（学校休業日は除きます。学校行事等の理由で中止になる場合もあります。）

■児童館とは

子どもたちに健全な遊び場の提供、仲間づくりや行事等を行っています。

【対象】０歳～18歳未満（乳幼児または配慮が必要な方は、保護者の付き添いが必要です。）

【利用時間】平日・土曜日： 9：00～17：30

■ファミリー・サポート・センターとは

地域において、育児の援助をしてほしい方（依頼会員）と育児の援助をしたい方（提供会員）が会

員となり、地域の中で助け合いながら子育ての援助活動をする会員組織です。幼稚園や保育所、学

童クラブへの送迎やその前後の預かりなどでご利用いただけます。

【対象】（依頼会員）生後57日から小学校６年生までの子どもの保護者

【利用時間】6：00～22：00

【利用料】１人当たり １時間700円～900円

■放課後等デイサービスとは

放課後または休日に、生活能力向上のために必要な訓練、社会との交流の促進などを行います。

【対象】障がいのある小学校１年生～高校３年生

【利用時間】施設により異なります

【利用料】世帯の収入により負担上限額が設定されています



7

問 14 宛名のお子さんの身近な生活環境について、それぞれどのように思われますか。（①～⑧、それぞれ○は１つ）

問 15 宛名のお子さんは、地域活動やグループ活動などへ参加したことがありますか。（○は１つ）

問 16 宛名のお子さんは、平日の放課後の時間を、主にどのような場所で過ごしていますか。（○は１つ）

※児童館内で行う学童クラブを利用する場合は「５」を選択。

問 17 宛名のお子さんがよく利用する公共施設は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらかと
いえば
そう思わ
ない

そうは思
わない

① 子どもが安心して遊ぶ場所が少ない １ ２ ３ ４

② １人で外出させるのは心配だ １ ２ ３ ４

③ 地域が安全でなくなってきている １ ２ ３ ４

④ 子どもの将来を考えると、習い事や塾に通わせないと不安だ １ ２ ３ ４

⑤ 子どもだけで公園など屋外で遊ばせるのは不安である １ ２ ３ ４

⑥ 学校が安全でなくなってきている １ ２ ３ ４

⑦ 遊び友達が見つからない １ ２ ３ ４

⑧ 放課後、どのように過ごしたらよいかわからない １ ２ ３ ４

１．参加したことがある・参加している ２．参加したことはないが、今後は参加させたい

３．参加したことも参加する予定もない ４．身近な地域の活動やグループ活動について知らない

１．自宅 ７．児童館 ※

２．祖父母宅や保護者の友人・知人宅 ８．ファミリー・サポート・センター

３．（宛名のお子さんの）友人宅 ９．放課後等デイサービス

４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 10．公園や広場

５．放課後児童クラブ（学童クラブ） 11．その他（ ）

６．放課後子ども教室 12．わからない

１．図書館 4．体育施設 7．その他（ ）

２．児童館 5．小学校の校庭・体育館 8．利用していない

３．公園 6．公民館

宛名のお子さんの生活環境についてうかがいます６
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問 18 あなたは、ふだんご近所の人とどの程度のつきあいがありますか。（○は１つ）

問 19 あなたは、地域活動（PTA や子ども会等）に参加していますか。（○は１つ）

【問 19 で「２～４」（現在は参加していない、今後参加するつもりはない）を選択した方】

問 19-１ 参加していない理由、今後参加するつもりがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問 20 子育てに関して、地域の人にどのようなことを望みますか。（あてはまるものすべてに○）

１．ほとんど顔も知らない ２．顔は知っているが、声をかけたりしたことはない

３．顔をあわせればあいさつをする ４．家族間で親しい交流がある

１．現在参加しており、今後も参加するつもりである

２．現在参加しているが、今後は参加するつもりはない

３．現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい

４．現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない

１．活動の情報や参加方法を知らないから ５．人間関係がわずらわしいから

２．身近な場所で参加できる活動がないから ６．特に必要を感じないから

３．活動に参加する余裕や時間がないから ７．その他

４．気軽に参加したり、やめたりできないから （ ）

１．子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつしたり、声をかけてほしい

２．子どもが危険なことや、悪いことをしたときには注意をしてほしい

３．話し相手や相談相手になってほしい

４．用事があるときなどに、子どもを預かってほしい

５．家事や子どもの世話を手伝ってほしい

６．子どもと一緒に遊んだり、絵本を読んだりしてほしい

７．親子で気軽に参加できるイベント等を企画・運営してほしい

８．子育てに関してあまり干渉しないでほしい

９．その他（ ）

10．特にない

地域とのかかわりについてうかがいます７
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問 21 あきる野市における子育ての環境や支援への満足度はいかがですか。（○は１つ）

問 22 宛名のお子さんと一緒に過ごす時間（遊ぶ時間や勉強を教える時間）は、とれていますか。（○は１つ）

【問 22 で「３」または「４」（とれていない）を選択した方】

問 22-１ とれていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問 23 あなたは、子育てを楽しいと感じますか。（○は１つ）

【問 23 で「１」～「３」（子育てが楽しいあるいは辛いと感じる）を選択した方】

問 23-１ 問 23 で「１」を選んだ方は、子育てをする中でどのような支援・対策が有効と感じていますか。また、「２」・

「３」を選んだ方は、自分にとって子育ての辛さを解消するためにどのような支援・対策が必要と感じていま

すか。（○は３つまで）

問 24 宛名のお子さんが、小学校に就学するときに、不安や負担を感じることがありましたか。（○は１つ）

満足度が低い 満足度が高い

１ ２ ３ ４ ５

１．十分とれている ２．まあまあとれている

３．あまりとれていない ４．まったくとれていない

１．仕事が忙しく帰宅時間が遅いから ４．子どもが習い事等で在宅時間が短いから

２．仕事以外の用事で帰宅時間が遅いから ５．その他（ ）

３．家事や介護等で忙しいから

１．楽しいと感じることの方が多い ４．その他（ ）

２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい ５．わからない

３．辛いと感じることの方が多い

１．地域における子育て支援の充実 ８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

２．保育サービスの充実 ９．仕事と家庭生活の両立

３．子育て支援のネットワークづくり 10．出産後の就職支援

４．地域における子どもの活動拠点の充実 11．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

５．妊娠・出産に対する支援 12．要保護児童に対する支援

６．母親・乳児の健康に対する安心 13．子育てに関する経済的支援

７．子どもの教育環境 14．その他（ ）

１．あった ２．なかった

子育て全般についてうかがいます８
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【問 24 で「１」（あった）を選択した方】

問 24-1 不安や負担を感じたことについて、具体的なことがあればご記入ください。（自由記述）

【問 24 で「１」（あった）を選択した方】

問 24-2 そのとき、どのようにしましたか。（あてはまるものすべてに○）

問 25 あなたの生活の中で、現在、優先度が１番高いのはどれですか。また、希望として優先度を１番高くした

いのはどれですか。（それぞれ○は１つ）

問 26 その他、子育てに関して日頃お感じになっていることや悩みごと、あるいはお子さんを育てている上で気をつ

けていること、あきる野市への要望事項等がありましたら、ご自由にお書きください。

１．家族に相談した 10．子ども家庭支援センターに相談した

２．祖父母等の親族に相談した 11．学童クラブ・児童館に相談した

３．友人・知人に相談した 12．幼稚園や保育所などの教育・保育施設に相談した

４．近所の人に相談した 13．障がい者支援課に相談した

５．保健師に相談した 14．障がい者相談支援センターに相談した

６．学校の先生に相談した 15．教育相談所に相談した

７．民生委員・児童委員に相談した 16．適応指導教室（せせらぎ教室）に相談した

８．かかりつけの医師に相談した 17．その他（ ）

９．子育て世代包括支援センター（子育て支援総合

窓口・母子保健担当窓口）に相談した

18．誰にも相談しなかった（できなかった）

現在 希望

１．仕事時間を優先

２．家事（育児）時間を優先

３．プライベートを優先

４．その他（ ）

１．仕事時間を優先

２．家事（育児）時間を優先

３．プライベートを優先

４．その他（ ）

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

切手は貼らずに同封の封筒に入れて、ご投函ください。






